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馬頭中学校卒業生

ご 成 人 お め で とう
235名が新たな門出

　

那
須
小
川
ま
ほ
ろ
ば
太
鼓
に
よ

る
記
念
演
奏
が
式
典
前
に
披
露
さ

れ
、
成
人
式
に
ぴ
っ
た
り
な
「
飛

躍
天
翔
」
が
会
場
内
に
響
き
わ
た

り
ま
し
た
。
新
成
人
と
な
っ
た
メ

ン
バ
ー
も
演
奏
に
参
加
し
て
新
成

人
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
平
成
26
年
成
人
式
は
、

佐
藤
良
美
副
町
長
の
開
式
の
辞
と

と
も
に
厳
粛
に
式
典
が
行
わ
れ
、

福
島
泰
夫
町
長
か
ら
「
日
本
は
自

由
と
繁
栄
を
謳
歌
す
る
経
済
大
国

と
な
り
ま
し
た
が
、
世
界
は
ま
さ

に
今
、
変
革
と
行
動
の
と
き
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
変
動
の
時
代
を
乗

り
切
る
力
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

皆
さ
ん
の
若
い
行
動
力
を
発
揮
す

る
時
期
が
来
た
と
考
え
て
い
ま

す
。
国
で
は
、
二
〇
二
〇
年
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
、
富
士
山

の
世
界
文
化
遺
産
登
録
な
ど
、
明

る
い
話
題
の
中
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

経
済
政
策
に
よ
り
、
景
気
回
復
傾

向
に
あ
る
と
は
い
え
、
地
域
間
格

差
の
拡
大
や
少
子
高
齢
化
が
急
激

に
進
む
な
ど
、
先
行
き
の
不
透
明

な
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
直
面
し

て
お
り
ま
す
。
こ
う
い
う
時
こ
そ
、

皆
さ
ん
は
自
分
の
将
来
像
を
し
っ

か
り
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
ゆ
る
ぎ
な

い
信
念
と
決
意
で
、
人
生
を
切
り

開
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て

お
り
ま
す
。
今
日
の
豊
か
な
時
代

を
築
き
あ
げ
て
き
た
の
は
、
個
性

あ
ふ
れ
る
、
前
向
き
で
人
間
性
豊

か
な
諸
先
輩
方
で
あ
り
ま
す
。
皆

さ
ん
も
、
こ
れ
ら
の
教
え
を
真
摯

に
受
け
止
め
、
豊
か
な
人
間
性
に

磨
き
を
か
け
、地
域
社
会
の
創
造
・

発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
そ
し

て
、
二
十
一
世
紀
を
担
う
皆
さ
ん

が
、
無
限
の
可
能
性
と
若
い
力
で
、

多
く
の
皆
さ
ん
の
幸
せ
の
た
め
に
、

ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
い
た

し
ま
す
。」
と
お
祝
い
と
と
も
に

期
待
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
を
代
表
し
て
大
金

市
美
町
議
会
議
長
や
平
野
美
知
男

　

新
成
人
の
門
出
を
祝
う
平
成
26
年
那
珂
川
町
成
人
式
が
１
月
12
日
、

小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
ス
ー
ツ
や
は
か
ま
、
振
り
袖
姿
で
着
飾
っ
た
新
成
人

１
９
３
名
が
出
席
し
、
会
場
は
華
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
２
３
５
名
（
男
性
１
１
９
名
、
女
性
１
１
６
名
）
の
皆
さ

ん
が
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

那
珂
川
警
察
署
長
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
て
佐
藤
侑
平

さ
ん
（
小
川
）
が
「
こ
れ
か
ら
の

人
生
、
多
く
の
出
会
い
や
別
れ
、

そ
し
て
幾
多
の
試
練
が
待
ち
受
け

て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

私
た
ち
は
決
し
て
一
人
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
笑
い
あ
え
る
仲
間
と
支

え
合
い
、
前
を
向
い
て
生
き
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
那
珂

川
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
に
誇

り
を
持
ち
、
日
々
精
進
し
、
こ
れ

か
ら
の
人
生
を
力
い
っ
ぱ
い
生
き

て
い
く
こ
と
を
お
誓
い
い
た
し
ま

す
。」
と
家
族
や
地
域
へ
の
感
謝

と
将
来
へ
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
新
成
人
者
７

人
で
構
成
さ
れ
た
成
人
式
実
行
委

員
会
の
企
画
に
よ
る
記
念
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
思
い
出
の
写

真
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
の
放
映
や
、

中
学
時
代
の
恩
師
の
方
か
ら
お
祝

い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
励
ま
し
の
言

葉
等
が
贈
ら
れ
、
新
成
人
の
皆
さ

ん
は
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
ホ
ー
ル
の
舞
台
で

出
身
中
学
校
ご
と
に
記
念
写
真
撮

影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
周
辺
で
は
、
久
し
ぶ
り
に

会
っ
た
友
だ
ち
と
の
思
い
出
話
に

花
を
咲
か
せ
た
り
、
一
緒
に
写
真

を
撮
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

佐
藤
侑
平
さ
ん
（
小
川
）
に
よ
る

代
表
謝
辞

高
橋
果
誉
子
さ
ん
（
馬
頭
）
に
よ

る
ピ
ア
ノ
伴
奏

ま
ほ
ろ
ば
太
鼓
の
演
奏

成
人
式
実
行
委
員
の
皆
さ
ん

恩
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

記
念
写
真
を
み
ん
な
で
撮
影

中
学
校
時
代
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を

鑑
賞
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小川中学校卒業生馬頭中学校卒業生（旧馬頭東中学校入学）

阿
久
津
　
秋
さ
ん
（
小
川
）

　

マ
ッ
サ
ー
ジ
師
に
な
る
た
め
に

日
夜
過
ご
し
て
い
ま
す
。
将
来
は

地
元
で
あ
る
小
川
で
整
骨
院
を
開

業
し
た
い
で
す
。

　

幼
少
期
は
温
泉
神
社
の
公
園
で

遊
ん
で
い
ま
し
た
。
い
つ
で
も

帰
っ
て
来
ら
れ
る
ふ
る
さ
と
の
よ

う
な
町
で
あ
っ
て
欲
し
い
で
す
。

阿
久
津
　
翔
吾
さ
ん
（
白
久
）

　

大
学
生
で
、
経
済
学
部
に
通
っ

て
い
ま
す
。
出
版
社
に
興
味
が
あ

り
、
小
学
館
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し

て
い
ま
す
。

　

将
来
の
那
珂
川
町
は
今
と
変
わ

ら
ず
、
自
然
豊
か
な
活
気
の
あ
る

町
で
あ
っ
て
欲
し
い
で
す
。

縣
　
志
織
さ
ん
（
松
野
）

　

看
護
師
を
目
指
し
て
大
学
で
勉

強
し
て
い
ま
す
。

　

毎
日
山
な
ど
で
遊
ん
で
い
た
の

が
思
い
出
で
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
の

で
、人
口
が
増
え
て
欲
し
い
で
す
。

北
神
　
美
樹
さ
ん
（
小
川
）

　

専
門
学
生
で
ブ
ラ
イ
ダ
ル
の
ヘ

ア
メ
イ
ク
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

　

正
直
、
成
人
し
た
と
い
う
実
感

は
あ
り
ま
せ
ん
（
笑
）
と
り
あ
え

ず
楽
し
み
た
い
で
す
！

大
森
　
達
也
さ
ん
（
和
見
）

　

大
学
生
で
、
医
療
事
務
職
目
指

し
て
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

　

成
人
式
で
は
中
学
の
友
達
に
も

会
え
て
、
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

　

ひ
ば
り
幼
稚
園
で
過
ご
し
た
こ

と
が
思
い
出
に
残
っ
て
い
ま
す
。

郡
司
　
侑
輝
さ
ん
（
大
内
）

　

現
在
は
専
門
学
生
で
、
４
月
か

ら
新
社
会
人
に
な
り
ま
す
。

　

未
だ
成
人
し
た
と
い
う
実
感
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
社
会

人
と
し
て
自
覚
を
持
つ
よ
う
心
掛

け
ま
す
。

　

将
来
は
地
元
の
為
に
身
を
捧
げ

ら
れ
る
大
人
に
な
り
た
い
で
す
。

加
藤
　
沙
織
さ
ん
（
小
川
）

　

大
学
で
管
理
栄
養
士
を
目
指

し
、栄
養
学
部
に
通
っ
て
い
ま
す
。

将
来
は
、
心
身
と
も
に
人
々
の
健

康
を
支
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　

美
し
い
自
然
を
守
り
つ
つ
、
自

然
を
誇
る
町
と
な
っ
て
欲
し
い
で

す
。

阿
久
津
　
愛
さ
ん
（
小
川
）

　

大
学
生
で
、
保
育
士
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
将
来
は
保
育
士
に

な
っ
て
子
ど
も
の
気
持
ち
に
寄
り

添
え
る
大
人
に
な
り
た
い
で
す
。

　

那
珂
川
町
は
ず
っ
と
自
然
が
き

れ
い
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

飯
塚
　
聖
人
さ
ん
（
馬
頭
）

　

大
学
生
で
、
教
員
免
許
取
得
を

目
標
と
し
て
教
育
学
部
に
通
っ
て

い
ま
す
。

　

将
来
の
夢
は
両
親
や
家
族
、
お

世
話
に
な
っ
た
方
々
に
恩
返
し
す

る
こ
と
で
す
。

益
子
　
茜
さ
ん
（
小
砂
）

　

歯
科
衛
生
士
の
専
門
学
校
に

通
っ
て
い
ま
す
。

　

成
人
式
は
皆
、
懐
か
し
い
顔
ば

か
り
で
嬉
し
い
で
す
。

　

幼
少
期
は
毎
日
田
ん
ぼ
で
遊
ん

で
い
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
も
自
然

豊
か
な
町
で
あ
っ
て
欲
し
い
で
す
。

　

成
人
を
迎
え
ら
れ
、
式
典
に
出
席
さ
れ
た
10
名
の
方
々
に
、
現
在
の
心

境
や
将
来
の
夢
、
町
に
期
待
す
る
こ
と
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

二
十
歳
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

45 広報なかがわ　平成26年2月10日広報なかがわ　平成26年2月10日



67 広報なかがわ　平成26年2月10日広報なかがわ　平成26年2月10日

 
 

 

 大桶運動公園

広域行政センター

八
溝
山
周
辺
地
域

定
住
自
立
圏
形
成
協
定
を
調
印

商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
の

参
加
事
業
者
を

募
集
し
ま
す

　

八
溝
山
を
囲
む
２
市
６

町
（
大
田
原
市
、
那
須
塩

原
市
、
那
須
町
、
那
珂
川

町
、
福
島
県
棚
倉
町
、
矢

祭
町
、
塙
町
、
茨
城
県
大

子
町
）
で
は
、
定
住
自
立

圏
構
想
の
取
り
組
み
を
進

め
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
人

口
定
住
の
た
め
に
必
要
な

生
活
機
能
の
確
保
に
向
け

検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
12
月
６
日
に

は
協
定
締
結
に
必
要
な
那

珂
川
町
議
会
の
議
決
を
得

ま
し
た
。

　

そ
し
て
１
月
27
日
、
大
田
原
市

の
カ
シ
マ
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
リ
ゾ
ー

ト
に
お
い
て
八
溝
山
周
辺
地
域
定

住
自
立
圏
形
成
協
定
締
結
の
調
印

式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
調
印
式

に
は
大
田
原
市
と
連
携
す
る
各
市

町
の
首
長
の
ほ
か
、
各
市
町
の
議

会
議
員
、
総
務
省
・
各
県
・
各
市

町
の
担
当
職
員
な
ど
約
１
８
０
人

が
参
加
し
、
大
田
原
市
と
那
珂
川

町
を
含
む
各
市
町
と
の
間
で
定
住

自
立
圏
形
成
協
定
が
締
結
さ
れ
ま

　

本
計
画
案
は
、「
人
と
自
然
が

共
生
す
る
安
全
安
心
な
ま
ち
～
豊

か
な
自
然
環
境
と
と
も
に
歩
む
ま

ち
を
目
指
し
て
～
」
を
本
町
の
目

指
す
望
ま
し
い
環
境
像
と
し
て
平

成
21
年
３
月
に
策
定
し
た
、
前
期

５
カ
年
計
画
が
、
本
年
度
で
終
了

と
な
る
た
め
、
平
成
30
年
度
を
目

標
年
次
と
す
る
、
後
期
５
カ
年
計

画
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

　

よ
り
よ
い
計
画
と
す

る
た
め
に
皆
さ
ま
の
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

　

那
珂
川
町
で
は
、
中
小
企
業
等

の
商
品
開
発
力
の
向
上
及
び
宇
都

宮
大
学
の
学
生
の
実
践
的
な
学
習

研
究
を
支
援
す
る
た
め
、
事
業
者

と
学
生
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
場
を

設
け
、
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
取
り
組
む
「
那
珂

川
町
産
学
官
連
携
商
品
パ
ッ
ケ
ー

ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
」
を
行
い

ま
す
。

○
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

募
集
３
月
12
日
ま
で
→
参
加
事

業
者
決
定
３
月
下
旬　

現
場
見
学

会
・
意
見
交
換
会
５
月
→
デ
ザ
イ

ン
発
表
会
８
月
中
旬
→
商
品
化
へ

向
け
て
の
マ
ッ
チ
ン
グ
８
月
下
旬

→
商
品
化
９
月

○
募
集
対
象
者

　

町
内
の
中
小
企
業
者
、
産
地
組

合
等
で
、
宇
都
宮
大
学
の
学
生
が

作
成
す
る
デ
ザ
イ
ン
を
採
用
し
て
、

商
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
よ
う
と
す
る
方

■
計
画
案
の
公
表

　

計
画
案
は
、
環
境
総
合
推
進
室

（
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
）、
住
民
生

活
課（
本
庁
舎
）、総
合
窓
口
課（
小

川
庁
舎
）
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま

た
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
）
で
も
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■
期
間

　

１
月
27
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　

２
月
26
日
（
水
）

■
意
見
を
提
出
で
き
る
方

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
、
町

内
の
事
務
所
や
事
業
所
に
勤
務
さ

れ
て
い
る
方

■
提
出
方
法

　

閲
覧
場
所
に
あ
る
書
式
ま
た
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
書
式
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
郵
送
、
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
等
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

環
境
総
合
推
進
室

　

☎
０
２
８
７
（
92
）
１
１
１
０

し
た
。

　

八
溝
山
周
辺
地
域
が
全
国
で
78

番
目
の
定
住
自
立
圏
と
な
り
、
３

県
に
ま
た
が
る
定
住
自
立
圏
は
全

国
初
と
な
り
ま
す
。

　

２
月
23
日（
日
）

大
桶
運
動
公
園
を

ス
タ
ー
ト
し
て
国

道
２
９
４
号
を
南

下
、
興
野
大
橋
か

ら
那
珂
川
町
松
野

地
区
を
経
由
し
て

国
道
２
９
３
号
、

若
鮎
大
橋
を
通
り

大
桶
運
動
公
園
に

ゴ
ー
ル
す
る
若
鮎

駅
伝
競
走
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
町

民
の
皆
さ
ん
の
コ
ー
ス
沿
道
で
の

熱
い
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ス
タ
ー
ト
午
前
10
時
、
ゴ
ー
ル

午
前
11
時
15
分
の
予
定
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
時
間
、
安
全
な
競

技
の
運
営
の
た
め
交
通
規
制
が
行

わ
れ
ま
す
。
国
道
２
９
４
号
お
よ

び
２
９
３
号
は
交
通
の
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま

す
の
で
ぜ

ひ
ご
協
力

お
願
い
し

ま
す
。

○
通
過
予
定
時
刻

大
桶
運
動
公
園

　
　
　
　
　

午
前
10
時
ス
タ
ー
ト

広
域
行
政
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
９
分

興
野
農
産
物
直
売
所

　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
24
分

鈴
木
建
設　
　
　

午
前
10
時
35
分

久
那
瀬
水
産　
　

午
前
10
時
49
分

吉
野
工
業
所　
　

午
前
11
時
３
分

大
桶
運
動
公
園　

午
前
11
時
15
分

（
ゴ
ー
ル
予
定
）

※
各
中
継
所
の
予
定
時
刻
前
後
30

分
程
度
、
付
近
の
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

第
12
回
な
す
み
な
み
若
鮎
駅
伝
競
走

大
会
実
行
委
員
会
事
務
局（
清
水
）

☎
０
９
０
―
４
９
２
２
―
９
０
１
５

　

今
後
は
、
こ
の
協
定
に
基
づ
き
、

医
療
・
福
祉
・
教
育
・
産
業
振
興
・

地
域
公
共
交
通
な
ど
の
各
分
野
の

代
表
者
な
ど
で
組
織
す
る
「
八
溝

山
周
辺
地
域
定
住
自
立
圏
共
生
ビ

ジ
ョ
ン
懇
談
会
」
を
開
催
し
、
定

住
自
立
圏
の
将
来
像
や
個
々
の
具

体
的
取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

※
本
町
と
大
田
原
市
が
締
結
し
た

協
定
書
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

企
画
財
政
課

　

☎
０
２
８
７
（
92
）
１
１
１
４ 署名する津久井市長と福島町長

第12回 なすみなみ若鮎
駅伝にご協力をコース順路

　町環境基本計画
　　　後期計画案に
　　　　　　ご意見を！

○
募
集
数　

１
事
業
者

○
応
募
期
間

　
　

２
月
10
日
～
３
月
12
日

○
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
添
付
書
類
と
と
も
に

商
工
観
光
課
ま
で
郵
送
又
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課

　

☎
０
２
８
７
（
92
）
１
１
１
６

パブリックコメント
を募集中

 

 

 

那珂川警察署が県警本部長表彰を受賞
　那珂川警察署は、平成 25 年中の警察業務
が優秀だったとして、栃木県警本部長から
表彰されました。昨年、那珂川警察署管内
では交通死亡事故と特殊詐欺被害がゼロで、
町民、町、警察署が一体となって事故防止
や犯罪防止に取り組んだことが評価されま
した。

平成 25 年採用
御前岩物産センターの

ロゴマーク 学生によるデザイン発表会

八溝山
（1,022m）
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「
宇
都
宮
ブ
リ
ッ
ツ
ェ
ン
」
（
自
転
車

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
）
の
選
手
が
参
加
し
て
、
ま

ほ
ろ
ば
の
里
ス
ポ
ー
ツ
交
流
イ
ベ
ン
ト
が
１

月
11
日
、
小
川
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し
さ
を
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
、
基
礎
的
運
動
能
力
を
向
上
さ

せ
る
た
め
に
行
わ
れ
、
ま
ほ
ろ
ば
の
里
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
小
学
生
18
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

宇
都
宮
ブ
リ
ッ
ツ
ェ
ン
の
堀
孝
明
選
手
な

ど
３
人
の
指
導
に
よ
り
、
ボ
ー
ル
遊
び
や
鬼

ご
っ
こ
な
ど
で
体
を
ほ
ぐ
し
た
後
は
、
堀
選

手
の
お
手
本
を
見
て
安
全
・
慎
重
に
上
手
に

走
る
コ
ツ
を
聞
き
、
簡
易
的
な
コ
ー
ス
を

走
っ
て
タ
イ
ム
を
競
い
ま
し
た
。

　

大
正
３
年
１
月
23
日
生
ま
れ
の
佐
藤
テ
ル

さ
ん
（
小
口
）
が
百
歳
を
迎
え
ら
れ
、
福
島

町
長
よ
り
お
祝
い
と
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

小
口
の
広
瀬
に
生
ま
れ
た
テ
ル
さ
ん
は
、

子
ど
も
の
頃
は
那
珂
川
で
よ
く
水
浴
び
を
し

「
河
童
娘
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
23
歳
で
結

婚
し
、
４
人
の
子
宝
に
恵
ま
れ
、
今
で
は
孫

が
10
人
、
曾
孫
が
17
人
い
ま
す
。
「
絵
本
の

丘
農
園
」
の
野
菜
等
の
出
荷
で
は
、
テ
ル
さ

ん
は
百
歳
の
今
も
切
り
干
し
大
根
の
袋
詰
め

な
ど
を
手
伝
っ
て
い
ま
す
。
長
生
き
の
秘
訣

を
尋
ね
る
と
「
何
で
も
よ
く
か
ん
で
食
べ
る

こ
と
、
怒
ら
ず
に
い
つ
も
『
あ
り
が
と
う
』

を
言
う
こ
と
」
な
ど
と
テ
ル
さ
ん
は
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

建
築
業
者
の
仕
事
始
め
の
儀
式
「
太
子

祭
」
が
１
月
19
日
、
小
川
の
光
照
寺
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
町
商
工
会
建
設
業
部
会

の
主
催
で
、
古
式
に
則の
っ
と
っ
た
本
格
的
な
太

子
祭
は
昨
年
に
続
い
て
３
回
目
の
開
催
と

な
り
、
同
部
会
員
や
地
元
の
住
民
な
ど
約

１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

太
子
祭
と
は
、
建
築
用
の
「
さ
し
が
ね
」

を
広
め
た
と
さ
れ
る
聖
徳
太
子
を
祭
る
も
の

で
、
無
病
息
災
や
家
内
安
全
な
ど
を
祈
念
す

る
儀
式
で
す
。
太
子
廟
前
で
読
経
、
焼
香
を

し
た
後
、
「
釿

ち
ょ
う
な始
め
」
で
は
、
尺
し
ゃ
く

杖づ
え

や
鋸
の
こ
ぎ
り、

墨す
み

壺つ
ぼ

、
釿
ち
ょ
う
なな
ど
現
在
の
建
築
現
場
で
は
見
る

こ
と
の
で
き
な
い
道
具
を
使
い
、
昔
な
が
ら

の
建
築
の
技
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

　

な
か
テ
レ
ビ
公
開
収
録
「
町
民
カ
ラ
オ
ケ

大
会
～
う
た
那
珂
カ
ラ
オ
ケ
の
ど
自
慢
～
」

が
１
月
26
日
、
馬
頭
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
行
わ
れ
た
決
勝
大
会
で
は
、
10
名
の

方
が
出
場
し
、
演
歌
や
歌
謡
曲
を
熱
唱
し
て

い
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
に
は
津
軽
民
謡
歌
手
の

か
す
み
さ
ん
も
登
場
し
、
会
場
に
は
カ
ラ
オ

ケ
参
加
者
や
応
援
・
見
学
者
な
ど
約
１
３
０

人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン　

鈴
木　

一
弘
さ
ん（
白
久
）

な
か
テ
レ
ビ
賞　

大
武　

み
さ
さ
ん（
小
川
）

審
査
員
特
別
賞　

酒
主
セ
ツ
子
さ
ん（
和
見
）

　

那
珂
川
町
野
球
連
盟
と
さ
い
た
ま
市
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
野
球
部
会
と
の
審
判
技
術
交

流
会
が
１
月
18
日
、
小
川
運
動
場
を
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
に
は
２
団
体
の
ほ
か
小
川
中
学

校
・
馬
頭
中
学
校
の
野
球
部
、
小
川
那
珂
ク

ラ
ブ
、
保
護
者
な
ど
約
１
６
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
開
会
式
で
は
同
連
盟
の
福
島
泰
夫

会
長
が
「
栃
木
県
内
、
埼
玉
県
内
で
も
優
秀

な
審
判
員
と
評
価
さ
れ
て
い
る
の
は
、
交
流

会
で
の
切
磋
琢
磨
の
成
果
だ
と
思
い
ま
す
」

な
ど
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
発
音
・
ジ
ェ

ス
チ
ャ
ー
の
練
習
や
、
中
学
生
と
那
珂
ク
ラ

ブ
団
員
を
交
え
て
の
塁
審
の
練
習
、
打
席
で

の
投
球
判
定
の
練
習
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
お
互
い
の
技
術
向
上
を
目
指
し

な
が
ら
、
野
球
を
通
し
て
交
流
を
深
め
て
い

ま
し
た
。

　

１
月
11
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
町
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
新
年
交
流
会
が
開
催
さ
れ
６

団
体
１
５
０
名
の
団
員
や
指
導
者
、
保
護
者

な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部

の
磯
部
正
美
本
部
長
（
片
平
）
か
ら ｢
風
邪

を
ひ
か
な
い
よ
う
に
、
ケ
ガ
を
し
な
い
よ
う

に
、
そ
し
て
努
力
す
る
力
・
忍
耐
・
粘
り
強

さ
・
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
を
目
標
に

し
て
１
年
間
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。｣ 

な
ど

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

団
員
の
皆
さ
ん
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
楽
し
ん
だ
後
、
保
護
者
ら
が
準
備
し
た
豚

汁
や
、
団
員
全
員
で
協
力
し
て
つ
い
た
餅
を

美
味
し
そ
う
に
食
べ
な
が
ら
楽
し
く
交
流
を

図
っ
て
い
ま
し
た
。

　

新
春
恒
例
の
那
須
小
川
ま
ほ
ろ
ば
太
鼓
打

ち
初
め
式
が
１
月
11
日
、
ふ
る
さ
と
館
で
開

催
さ
れ
、
関
係
者
約
１
０
０
名
が
出
席
し
ま

し
た
。
式
典
で
は
同
保
存
会
の
増
子
育
男
会

長
が
「
去
年
は
20
回
近
く
演
奏
し
、
大
変
大

忙
し
で
し
た
。
本
会
も
町
を
代
表
す
る
団
体

に
成
長
し
た
と
思
い
ま
す
。
」
な
ど
と
あ
い

さ
つ
。
打
ち
手
を
代
表
し
て
川
上
雅
彰
さ
ん

が
「
去
年
の
漢
字
は
『
輪
』
で
し
た
が
、
仲

間
の
輪
、
関
係
す
る
方
々
と
の
輪
を
一
層
大

切
に
し
た
い
」
な
ど
と
年
頭
の
決
意
を
宣
し

ま
し
た
。

　

演
奏
披
露
に
は
、
ま
ほ
ろ
ば
子
供
太
鼓
、

那
須
野
ヶ
原
疎
水
太
鼓
に
取
り
組
む
那
須
拓

陽
高
校
疎
水
太
鼓
部
も
出
演
し
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
曲
「
打
弾
」
な
ど
13
曲
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　

第
１
回
那
珂
川
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

が
１
月
14
日
、
馬
頭
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
研

修
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
町
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

施
策
に
関
し
て
、
調
査
審
議
し
、
意
見
を
述

べ
る
目
的
で
、
児
童
保
護
者
、
事
業
従
事

者
、
学
識
経
験
者
、
公
募
委
員
な
ど
12
人
の

委
員
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

初
め
に
委
員
一
人
ひ
と
り
に
福
島
泰
夫
町

長
か
ら
委
嘱
状
を
渡
し
た
後
、
福
島
町
長
は

「『
我
が
子
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
成
長
が
実
感
で

き
る
町
に
』
を
実
現
す
る
た
め
、
こ
の
会
議

の
審
議
に
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
」
な
ど

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

委
員
の
任
期
は
２
年
間
で
、
今
後
は
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
や
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
策
定
等
様
々
な
子
育
て
支
援
施

策
に
関
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

宇
都
宮
ブ
リ
ッ
ツ
ェ
ン
の

　
　
　
　
選
手
と
遊
ぼ
う
！

佐
藤
テ
ル
さ
ん
に

　
　
　
　
　
百
歳
の
お
祝
い

太
子
祭
で
安
全
祈
願

う
た
那
珂
カ
ラ
オ
ケ

　
　
　
　
　
　
　
の
ど
自
慢

審
判
技
術
交
流
会
を
開
催

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　
　
新
年
交
流
会

那
須
小
川
ま
ほ
ろ
ば
太
鼓

　
　
　
　
　
　
打
ち
初
め
式

「
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」

　
　
　
　
　
　
　
　
が
発
足
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～「平成26年度健康診査申込書及び
健康管理調査書」の提出について～

　平成26年度「健康診査申込書及び健康管理調査
書」を各世帯に配付、郵送しました。同封の説明書
等を参考に記入し、期限までに提出してください。
　生活習慣病は気づかないうちに重症化している
ことがあります。年に1回は健診を受け、生活習慣
病の早期発見と自分の健康を見直す機会にしましょ
う。
　　　
申し込み・問い合わせ
　健康管理センター
　☎0287－92－1188

テーマ　「今、子育てに大切なこと」
講　師　国際医療福祉大学教授
　　　　　畦上恭彦　先生
日　時　２月22日（土）午後１時～３時（託児あり）
場　所　小川総合福祉センター・すこやか共生館
申し込み・問い合わせ　健康管理センター ☎0287－92－1188

平成26年

３月１日（土）～３月７日（金）は、

子ども予防接種週間です。

健診を受けて、
自分の健康を確かめましょう

　４月からの入園・入学に備えて
必要な予防接種を済ませておきましょう。
　町内医療機関又は相互乗り入れ協力医療機関にて
接種してください。

詳しくは、町ホームページをご覧ください。
　※トップ＞くらしの情報＞育児と健康＞予防接種
問い合わせ　健康管理センター　
　　　　　　☎0287－92－1188

☆初めての子育てってどうしていいかわからない・・・
☆どうして泣き止まないの？
☆こんなはずじゃなかったのに・・・上手に子育てできない・・・
初めての子育ては不安やわからないことがあって当然です。
そんな不安や悩みを同じ立場の仲間と話したり考えたりしてみませんか。

◎対　象　初めて赤ちゃんを育てているお母さんとそのお子さん（２ヵ月～５ヵ月）が対象です。
◎日　程

期　　日 時　　間 テーマ
第１回 ２月１７日（月） 午前１０時～１２時 新しい出会い
第２回 ２月２４日（月） 午前１０時～１２時 赤ちゃんのいる生活
第３回 ３月 ３ 日（月） 午前１０時～１２時 赤ちゃんとの接し方
第４回 ３月１０日（月） 午前１０時～１２時 親になること

◎場　所　健康管理センター　　◎定員　先着１０組
【申し込み・問い合わせ】　健康管理センター　☎０２８７－９２－１１８８

一緒に「お母さん」になっていきませんか？

～親子の絆づくりプログラム　はじめての“赤ちゃんがきた！”～

　

公
民
館
活
動
の
一
環
と
し
て
、
久
那
瀬
公

民
館
で
「
落
語
を
楽
し
む
会
」
が
１
月
26
日

に
開
催
さ
れ
、
約
１
０
０
人
の
方
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

今
回
で
７
回
目
と
な
る
こ
の
会
に
は
、
県

内
在
住
の
ア
マ
チ
ュ
ア
落
語
家
の
火
災
亭
珍

歌
さ
ん
や
道
楽
亭
か
ね
平
さ
ん
な
ど
４
人
の

落
語
家
が
参
加
し
ま
し
た
。
落
語
を
聞
く
に

あ
た
っ
て
の
「
あ
い
う
え
お
」
か
ら
始
ま

り
、
か
ね
平
さ
ん
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
を

題
材
に
し
た
「
川
柳
は
憂
さ
の
吹
き
だ
ま

り
」
な
ど
様
々
な
落
語
が
披
露
さ
れ
、
滑
稽

な
仕
草
や
見
事
な
オ
チ
に
観
客
か
ら
笑
い
と

拍
手
が
わ
き
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
に
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

連
合
に
加
盟
し
た
小
砂
地
区
で
は
、
２
月
２

日
、
同
連
合
事
務
局
長
の
山
田
泰
司
氏
を
招

い
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
山
田
さ
ん
は
「
最
も
美
し
い
村
」

へ
の
加
盟
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
た
だ
の

「
美
し
い
」
村
か
ら
「
最
も
美
し
い
村
」
へ

の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
だ
と
話
さ
れ
ま
す
。
ま

ず
は
戦
略
を
立
て
、
「
選
択
と
集
中
」
に
よ

り
、
ど
こ
か
ら
「
最
も
美
し
い
村
」
に
向
け

て
取
り
組
む
か
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
と

の
こ
と
。
「
『
ま
ず
は
き
れ
い
に
』
の
一
言

だ
け
で
も
覚
え
て
、
こ
の
講
演
の
帰
り
か
ら

で
も
、
実
践
し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
話
す

山
田
さ
ん
に
、
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

小
川
地
区
山
車
保
存
会
で
は
、
昭
和
63
年

に
製
作
し
た
山
車
（
２
号
車
）
を
平
成
24
年

に
町
か
ら
譲
与
を
受
け
ま
し
た
が
、
車
輪
や

車
軸
の
部
分
が
老
朽
化
し
て
い
た
た
め
こ
の

た
び
改
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
郷
土
芸
能
の
保
存
継
承
は
も
と
よ

り
、
子
ど
も
へ
の
情
操
教
育
や
健
全
育
成
と

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
地
域

の
文
化
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

車
輪
・
胴
部
（
胴
輪
金
具
付
）
及
び
車
軸

交
換
に
か
か
る
事
業
費
の
う
ち
、
２
５
０
万

円
が
宝
く
じ
の
助
成
金
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

那
珂
川
町
地
域
活
性
化
講
演
会
が
１
月
30

日
、
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、
商
工
業
者
や
農
業
関
係
者
な
ど
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

講
師
と
し
て
㈱
あ
し
ぎ
ん
総
合
研
究
所
常

務
取
締
役
主
席
研
究
員
の
豊
田
晃
氏
を
お
迎

え
し
、
２
０
１
４
年
の
日
本
経
済
、
栃
木
県

経
済
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本

経
済
、
栃
木
県
経
済
は
プ
ラ
ス
成
長
を
維
持

し
、
少
子
高
齢
化
に
お
い
て
も
、
課
題
解
決

の
工
夫
と
需
要
創
造
で
個
人
企
業
の
成
長
は

可
能
で
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
参
加
し
た
皆

さ
ん
は
専
門
的
か
つ
わ
か
り
や
す
い
お
話

に
、
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

新
春
「
落
語
を
楽
し
む
会
」

「
美
し
い
村
」
事
務
局
長
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
演

山
車
の
車
輪
・
車
軸
が

　
　
　
　
改
修
さ
れ
ま
し
た

那
珂
川
町

　
　
　
地
域
活
性
化
講
演
会

「子育て講演会」のお知らせ
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☆親子木工教室☆
「森のかけらで小人をつくろう」
２月１９日(水)　10：30～11：３０
講師：廣田　充伸さん　定員:２０組程度
　木の香りを感じながら親子で温もりのある
作品作りを楽しみましょう。お父さんも大歓
迎です。

☆ひなまつり会☆
２月２６日(水)　10：30～11：３０
お雛様を作って、伝統行事に親しみましょう。

子育て支援センター わかあゆわかあゆ

　　○きらきら
　　　　　ベビークラス
　３月の内容は好評の産後ヨガ。産後の腰痛や
肩コリをすっきり解消！開いた骨盤を締めて産
前の体形に戻しましょう。赤ちゃんは託児いた
します。
日時　３月11日（火）
　　　午前10時～11時30分
場所　健康管理センター
内容　産後のヨガ
持ち物　バスタオル
　　　 （動きやすい服装でお越しください）

☆マタニティクラス　　　　　
　　　　　～ハローベビー！～☆

　３月の内容はマタニティヨガです。リラックスした空間
で、妊娠中の体調不良を整えましょう。マタニティヨガは
体に無理なくできる運動で、お産の辛さを和らげる効果
もあります。
日時　３月９日（日）
　　　午前10時～11時30分
場所　健康管理センター
内容　マタニティヨガ
持ち物　母子手帳・バスタオル
　（動きやすい服装でお越しください）

■問い合わせ・参加の申し込み　　健康管理センター　☎0287－92－1188

☎0287－96－5223

健康管理センターからのお知らせ

☆フラワーアレンジメント教室☆
３月５日(水) 10：30～　11：30
講　師：小野里　優子さん　定　員：１２組程度
　初めての方も気軽にご参加ください。お花に触れ
ながら癒しの時間を過ごしませんか？
※花切りバサミをご持参ください。

☆親子料理教室☆
３月１２日(水) 10:15～11:30　定　員：15組程度
場　所：なかがわ水遊園（各自現地集合）
内　容：「味わい工房体験講座」◇簡単手作りピザ◇
持　物：エプロン・三角布・飲み物・おんぶ紐・着替え
　お子さんと一緒にお料理しませんか？家庭で作る時
とは違う、みんなで作る楽しさ食べる楽しさを体験し
ましょう。是非ご参加ください。
料　金：1組500円

センターは、
0歳から就学前のお子さんと

ご家族の方が一緒に遊べる場所です。親子
のふれあい、交流の場、育児相談、情報交

換の場として気軽にご利用ください。
利用時間　月曜日～金曜日　

9:00～17:00
◎行事への参加は、直接又は
電話でお申し込みください。

え
る
。

・
昆
布
や
鰹
節
、
干
し
椎
茸
等
で

だ
し
を
き
か
せ
る
。

⑤
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
難
く
な
り
、

水
分
を
取
る
の
が
少
な
く
脱
水

症
状
を
起
こ
し
や
す
い
。

食
事
の
ポ
イ
ン
ト

・
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
い
つ
も
水

分
を
準
備
し
て
お
く
。

・
食
事
に
は
汁
物
や
水
分
の
多
い

お
か
ず
を
一
品
と
り
い
れ
る
。

・
食
事
以
外
に
も
お
茶
な
ど
を
飲

む
時
間
を
設
け
る
。

　

食
欲
の
な
い
時
は
好
き
な
物
を

ま
ず
食
べ
る
こ
と
で
、
楽
し
さ
や

満
足
感
が
得
ら
れ
食
欲
も
わ
い
て

き
ま
す
。

　

楽
し
い
食
事
で
い
き
い
き
と
し

た
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
７
（
96
）
２
１
６
１

保
健
師
の
い
き
い
き
通
信

高
齢
者
の
　
　
　
　
　

　
　
食
生
活
に
つ
い
て

　

高
齢
者
が
元
気
に
過
ご
す
た
め

に
、
高
齢
者
の
体
の
変
化
を
理
解

し
、
適
切
な
食
事
を
摂
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

今
回
は
高
齢
者
の
特
徴
と
食
事

の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

①
唾
液
や
胃
液
の
分
泌
が
減
少
し
、

消
化
・
吸
収
が
低
下
す
る
。

食
事
の
ポ
イ
ン
ト

・
消
化
吸
収
の
良
い
食
品
（
脂
身

の
少
な
い
肉
・
豆
腐
・
魚
・
乳

製
品
・
卵
･
芋
類
･
葉
菜
類

等
）
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
摂
る
。

・
よ
く
噛
ん
で
ゆ
っ
く
り
食
べ
る
。

・
暴
飲
・
暴

食
は
避
け

る
。

②
腸
の
動
き
が
悪
く
な
る
の
で
便

秘
が
ち
に
な
る
。

食
事
の
ポ
イ
ン
ト

・
朝
、
目
覚
め
に
コ
ッ
プ
一
杯
の

水
を
飲
ん
で
腸
を
刺
激
す
る
。

・
お
茶
や
牛
乳
な
ど
の
水
分
を
多

く
と
る
。

・
食
物
繊
維
の
多
い
食
品
（
か
ぼ

ち
ゃ
・
納
豆
・
芋
・
海
草
・
き

の
こ
・
こ
ん

に
ゃ
く
等
）

を
多
く
取
り

入
れ
る
。

③
噛
む
力
が
低
下
し
、
飲
み
込
む

力
が
弱
く
な
る
。
ま
た
、
食
べ

物
が
喉
を
通
り
に
く
く
、
む
せ

や
す
く
な
る
。

食
事
の
ポ
イ
ン
ト

・
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
切
り
、

軟
ら
か
く
な
る
ま
で
よ
く
煮
込

む
。

・
片
栗
粉
や
と
ろ
み
剤
を
使
っ
て
、

飲
み
込
み
易
く
す
る
。

・
ゼ
ラ
チ
ン
や
寒
天
を
使
っ
て
、

ゼ
リ
ー
や

ム
ー
ス
状

に
固
め
る
。

④
味
を
感
じ
に
く
く
な
り
、
塩
分

の
取
り
す
ぎ
に
な
っ
て
し
ま
う
。

食
事
の
ポ
イ
ン
ト

・
味
の
濃
い
お
か
ず
と
薄
い
お
か

ず
を
組
み
合
わ
せ
て
作
る
。

・
シ
ソ
・
生
姜
な
ど
の
香
味
野
菜

を
利
用
し
、
味
覚
に
刺
激
を
与

◇体験することの大切さ◇
　子どもたちは自ら触れて感じ
ることで豊かな感受性が育ち、
自分で感じたことを言葉で表現
しようとするので言葉も豊かに
なります。センターは子どもた
ちの成長を見守り素敵な体験が
できるようにお手伝いしていま
す。どうぞ！あそびに来てくだ
さい。

　手話を学びたい方、手話ボランティア活動をした
い方、手話通訳者を目指す方を対象に、手話奉仕員
を養成する講座の受講生を募集します。

対象者　手話の学習経験のない方
開催日　４月23日～平成27年２月25日
　　　　の毎週水曜日（全40講座）
　　　　※7月23日、8月13日、10月15日、
　　　　12月31日、1月7日は休み
時　間　午前10時～12時（毎回）
場　所　那須烏山市烏山公民館1階　103会議室
　　　　※那須烏山市と共同開催となります。

募集人数　12名（先着順）
　　　　　※申込みが5名に満たない場合は開催
　　　　　　いたしませんので、ご了承ください。
受講料　無料（テキスト代は自己負担）
申込期限　2月28日（金）
申込時に必要なもの　印鑑、テキスト代3,000円
申込先・問い合わせ
　（本庁舎）健康福祉課　社会福祉係
　　　　　　　 ☎　0287－92－1119
　　　　　　FAX　0287－92－1164
　（小川庁舎）総合窓口課　福祉係
　　　　　　 　☎　0287－96－2111
　　　　　　FAX　0287－96－4799

手話奉仕員養成講座の受講生を募集します



町営住宅入居者募集のお知らせ

区分 住宅名 戸数 間取り 入居時家賃
（円）

町営 大宝地住宅 １戸 ３DK 22,800～
33,900

町有 サン・コーポ
ラス馬頭 ４戸 ３DK 30,000～

34,000
※町営住宅の家賃は所得に応じて決定します。
募集期間　2月10日（月）～2月25日（火）
そ の 他　申込方法、入居資格等の詳細は、
　　　　　お問い合わせください。
問い合わせ　建設課管理係
　　　　　　☎0287－92－1118

1415 広報なかがわ　平成26年2月10日広報なかがわ　平成26年2月10日

開館時間
平日　午前9時30分
　　　　 ～午後6時
土日　午前9時
　　　　 ～午後5時
☎０２８７－９２－５０１５

開館時間
平日　午前9時30分
　　　　 ～午後6時
土日　午前9時
　　　　 ～午後5時
☎０２８７－９6－２３３５

たのしい絵本と紙しばいの会　　  　　
・２月20日（木）午前10時30分～
・３月 ６ 日（木）午前10時30分～
・場所　馬頭図書館 視聴覚室
　小さいお子さまのためのおはなし会です。
　親子でご一緒にお越しください。

婦人ボランティアのおはなし会　　　　
・３月８日（土）午後２時～
・場所　馬頭図書館　児童室
　おはなしじょうずなボランティアさんが昔ばなしの
絵本や紙しばいを読んでくれます。
　おはなしの後は、よく飛ぶ紙トンボを折ります。

馬頭図書館館内整理休館　　　　　　
　馬頭図書館は、図書の整理のため、次の期間休館し
ます。
　休館中の資料の返却は、小川図書館のカウンターま
たは返却ポストをご利用ください。
・３月11日（火）～14日（金）まで

小川おはなし会　　　　　　　　　　 
・３月１日（土）午前10時30分～
・場所　小川図書館　　絵本コーナー
　おはなしじょうずなボランティアさんが昔ばなしの
絵本や紙しばいを読んでくれます。
　おはなしの後は、トイレットペーパーの芯で雛飾り
を作ります。

馬頭図書館　2月16日～3月22日のお休み小川図書館　2月16日～3月22日のお休み
日 月 火 水 木 金 土
2/16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 3/1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22

日 月 火 水 木 金 土
2/16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 3/1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22

図書館コーナー
ホームページ　http://www.town.tochigi-nakagawa.lg.jp/40library/index.html

小川図書館 馬頭図書館

　
　
俳
　
句

初
鴉
八
十
路
の
バ
ー
を
軽
々
と	

馬
　
頭
　
　
塚
原
　
　
廣

水
仙
を
生
け
て
明
る
き
診
療
所	

松
　
野
　
　
大
門
　
正
一

水
仙
や
家
族
増
え
た
る
母
の
里	

松
　
野
　
　
鈴
木
　
君
枝

寄
鍋
の
具
を
求
め
た
り
朝
の
市	

小
　
川
　
　
佐
藤
　
栄
子

寄
鍋
も
色
ど
り
あ
り
て
食
す
す
み	

久
那
瀬
　
　
堀
江
　
直
子

駅
一
つ
は
た
と
乗
越
し
年
の
暮	

小
　
川
　
　
和
泉
　
澄
雄

　
　
短
　
歌

父
母
の
法
事
営
む
凍
え
る
日
ふ
る
さ
と
い
よ
よ
遠
く
な
り
け
り

	

小
　
川
　
　
吾
妻
　
洋
子

出
刃
持
ち
て
石
持
の
う
ろ
こ
落
す
と
き
金
子
み
す
ず
の
言
葉
が
よ
ぎ
る

	

谷
　
田
　
　
岡
崎
　
甫
子

教
職
を
終
え
て
久
し
き
友
か
ら
の
便
り
も
な
し
に
そ
ば
届
き
た
り

	

和
　
見
　
　
藤
田
　
和
夫

ゆ
る
び
ゆ
く
家う
か
ら族
の
顔
に
安
ら
ぎ
ぬ
外
に
木
枯
ら
し
鍋
囲
む
宵

馬
　
頭
　
　
西
宮
　
定
子

白
菜
を
上
手
に
漬
け
た
と
褒
め
る
夫
な
け
れ
ど
旨
し
一
人
し
て
食
む

馬
　
頭
　
　
五
月
女
ト
ミ
ノ

　
　
川
　
柳

痴
呆
へ
の
歩
み
加
速
の
物
忘
れ	

大
　
内
　
　
郡
司
　
正
幸

子
に
わ
び
る
ば
か
り
腑
甲
斐
な
子
育
て
記	

大
山
田
下
郷
　
佐
藤
　
有
紀

残
業
を
し
て
も
手
当
は
な
み
だ
銭	

　
小
　
川
　
　
平
澤
　
照
雄

紅
白
で
時
代
の
流
れ
諸
に
う
け	

小
　
砂
　
　
笹
沼
　
季
子

明
日
こ
そ
な
ん
て
七
十
三
年
目	

薬
　
利
　
　
大
嶹
　
克
明

広
報
文
芸

◇
『
雪
月
花
黙
示
録
』

　
　
　
　
　
　
　
　

恩
田　

陸
／
著

◇
『
南
冥
の
雫
』

船
戸　

与
一
／
著

◇
『
上
流
階
級
』

高
殿　

円
／
著

◇
『
ペ
テ
ロ
の
葬
列
』

宮
部　

み
ゆ
き
／
著

◇
『
原
罪
』

遠
藤　

武
文
／
著

◇
『
ク
ロ
ノ
ス
』

神
永　

学
／
著

◇
『
お
父
さ
ん
と
伊
藤
さ
ん
』中澤　

日
菜
子
／
著

◇
『
渡
良
瀬
』

佐
伯　

一
麦
／
著

◇
『
お
し
ゃ
れ
で
楽
し
い
か
ご
と
バ
ッ
グ
』

松
田　

裕
美
／
著

◇
『
４
０
代
か
ら
の
女
を
あ
げ
る
整
体
学
』

一
井　

葉
子
／
著

◇
『
玄
人
で
す
も
の
』

室
井　

滋
／
著

◇
『
ぼ
く
は
戦
争
は
大
き
ら
い
』

　
　
　
　
　
　
　
　

や
な
せ　

た
か
し
／
著

◇
『
失
敗
し
な
い
育
児
の
ス
ゴ
ワ
ザ
51
』

　
　
　
　
　
　
　
　

祖
川　

泰
治
／
著

◇
『
は
じ
め
て
の
お
菓
子
作
り
』主婦

の
友
社
／
編

◇
『
は
し
れ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
き
か
ん
し
ゃ
デ
ー
デ
』

す
と
う　

あ
さ
え
／
著

◇
『
ぼ
く
だ
っ
て
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
』

よ
し
な
が　

こ
う
た
く
／
著

◇
『
い
く
ら
な
ん
で
も
い
く
ら
く
ん
』

シ
ゲ
タ　

サ
ヤ
カ
／
著

◇
『
ま
て
ま
て
も
も
ん
ち
ゃ
ん
』

と
よ
た　

か
ず
ひ
こ
／
著

◇
『
バ
ラ
の
城
の
ゆ
う
れ
い
』

斉
藤　

洋
／
著

◇
『
お
と
の
さ
ま
、
で
ん
し
ゃ
に
の
る
』

中
川　

ひ
ろ
た
か
／
著

◇
『
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
と
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
魔
法
』

あ
ん
び
る　

や
す
こ
／
著

◇
『
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
ま
ほ
う
の
ラ
ン
プ
～
ッ
』

原　

ゆ
た
か
／
著

◇
『
未
知
動
物
の
大
百
科
』　

学
研
教
育
出
版
／
編

◇
『
お
ば
け
の
こ
わ
～
い
な
ぞ
な
ぞ
超
ス
ペ
シ
ャ
ル
』

や
ま
ざ
き　

ロ
バ
／
著

◇
『
内
田
篤
人
』

本
郷　

陽
二
／
編

　

紙
面
の
都
合
上
、
新
着
資
料
の
紹
介
は
、
一
部
の
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
新
着
図
書
の
検
索
が
で
き

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

h
ttp
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w
w
.e-to

sh
o
.co
m
/n
a
k
a
g
a
w
a
/p
c/

pc00301.aspx

　

大
東
亜
戦
争
を
検
証
す

る
こ
と
で
、
現
代
日
本
の

長
所
と
短
所
が
見
え
て
く

る
。

　
「
戦
後
の
復
興
」
「
こ
れ

か
ら
の
日
本
」
に
つ
い
て

論
じ
た
一冊
。

　

突
然
天
空
に
現
れ
て
長

い
尾
を
た
な
び
か
せ
、
遥

か
太
陽
系
の
か
な
た
に

去
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
彗

星
た
ち
。

　

彗
星
の
ひ
み
つ
に
迫
り

ま
す
。

縣　

秀
彦
／
著

『
ゼ
ロ
戦
と
日
本
刀
』

　 

一
般
書	

　
『
い
ち
ば
ん
わ
か
り
や
す
い
彗
星
の
ひ
み
つ
』

　 

　
児
童
書	

那珂川町
図書館

寄
贈
【
1
月
20
日
受
付
分
ま
で
】

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

○
図
書
館
へ

図
書
券
９
千
５
百
円
分　

匿
名

○
奨
学
基
金
へ

５
万
円　

白
井　

昭
二
様

（
埼
玉
県
川
口
市
）

○
福
祉
基
金
へ

５
千
円　

Ｎ
Ａ
那
珂
川
グ
ル
ー
プ
様

３
万
円　
益
子　

耕
一
様
（
宇
都
宮
市
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
へ

８
千
円　

匿
名
（
４
７
１
回
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
振
興
基
金
へ

２
万
円　

益
子
和
弘
様
（
健
武　

72
回
）

５
千
円　

Ｎ
Ａ
那
珂
川
グ
ル
ー
プ
様

５
万
円　

松
浦
恵
美
子
様
（
谷
川
）

百
田
尚
樹
・
渡
部
昇
一／
著
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日時　2月23日（日）
　　　午後2時～午後4時
場所　那須烏山市烏山公民館

（那須烏山市中央2-13-8）
講演①「超高齢化社会の課題と対応」
　講師　佐藤医院　佐藤充院長
講演②「最後まで自分らしく過ごすために」
　講師　訪問看護ステーションあい
　　　　代表　横井　孝子さん　
参加費　無料
主催　南那須地域医療を守る会
後援　那須烏山市・那珂川町等
問い合わせ

鈴木　傑　☎0287－84－0787

日時　2月16日（日）
開場　12時30分　開会　13時
会場　小川総合福祉センター
　　　あじさいホール
内容　青少年育成功労・善行表彰・
モデル子ども会事例発表・講演会
演題　「イチローの原点を知る男、
マー君を育てた男が語る!指導者と
して伝えたいこと…」
講師　奥村　幸治
　　　パーソナルトレーナー
定員　350名　
※入場無料、定員となり次第締切
問い合わせ・申し込み

生涯学習課　☎0287－96－2116

●巡回展「栃木の遺跡―最近の発掘
調査成果から―」
会期　3月16日（日）まで
開催場所　県立なす風土記の丘資料館
観覧料金　一般100円、学生50円、
中学生以下無料
休館日　月曜日（祝日開館）、祝日の翌日
●遺跡発表会
演題　「神田城南遺跡の発掘調査結果」
講師　芹澤　清八氏（（公財）とちぎ
未来づくり財団埋蔵文化財センター）
演題　「矢板市立郷土資料館の活動報告」
講師　津野田　陽介氏
　　　（矢板市教育委員会）
日時　2月15日（土）午後1時～3時　
※終了後、ギャラリートークを開催。
開催場所　当館講堂　参加費無料
●館長講演会
演題   「前期古墳の葬礼と古代中国思想」
講師　篠原　祐一（当館館長）
日時　３月８日（土）午後１時30分～3時
申し込み・問い合わせ
栃木県立なす風土記の丘資料館
☎0287－96－3366　FAX 0287－96－3340

●冬季ミニ企画展「コメ―食の古代
といま―」
　農具などからコメ作りの一年を紹
介し、懐かしいちょっと昔のくらし
とコメの歴史を振り返ります。
会期　2月23日（日）まで※月曜休館

（月曜日が祝日の場合はその翌日）
開催場所　大田原市なす風土記の丘
湯津上資料館
観覧料金　一般100円、学生50
円、中学生以下は無料
※当館と栃木県立なす風土記の丘資
料館は、上記の観覧料で当日に限
り、両館とも観覧可能。
問い合わせ　大田原市なす風土記の
丘湯津上資料館 ☎0287－98－3322

　弁護士、公認会計士、税理士、司
法書士、不動産鑑定士による専門分
野についての相談ができます。
日時　2月16日（日）
　　　午前10時～午後3時
会場　とちぎ健康の森・生きがい
　　　づくりセンターA・B・D教室
問い合わせ　栃木県不動産鑑定士協
会　☎028－639－0556

　専門医等による医療相談が下記の
とおり開催されます。お気軽にご利
用ください。
日時　❶３月５日（水）
　　　午後1時～4時
　　　❷３月８日（土）
　　　午前9時30分～12時30分
会場　とちぎリハビリテーション
　　　センター　１階　相談室
対象疾患　
❶骨・関節系疾患（後縦靭帯骨化
症、黄色靭帯骨化症、前縦靭帯骨化
症、広範脊柱管狭窄症、特発性大腿
骨頭壊死症、特発性ステロイド性骨
壊死症、進行性骨化性線維異形成
症）
❷呼吸器系疾患（特発性間質性肺
炎、サルコイドーシス、びまん性汎
細気管支炎、若年性肺気腫、肺胞低
換気症候群、ランゲルハンス細胞組
織球症、肥満低換気症候群、肺動脈
性肺高血圧症、慢性血栓塞栓性肺高
血圧症、リンパ脈管筋腫症（LAM））
担当医　
❶自治医科大学附属病院　
　　整形外科　木村　敦医師
❷自治医科大学附属病院　
　　呼吸器内科　杉山　幸比古医師
申し込み・問い合わせ
とちぎ難病相談支援センター（平日
　午前10時～12時、午後1時～4時）

☎028－623－6113

区分 一般
（大卒）

一般
（院卒）

歯科・
薬剤科

受付
期間

2月1日（土）　　
　　　～4月25日（金）

資格

2 2 歳 以
上 2 6 歳
未満の者

修 士 課
程修了者
等（見込
含 ）で 、
28歳未満
の者

専門の大
卒（見込
含）30歳
未満の者
（薬剤は
28歳未満
の者）

試験
期日

5月10日・11日
（11日は飛行要員のみ） 5月10日

試験
会場 宇都宮市

※年齢は平成27年4月1日現在。
申し込み・問い合わせ　
自衛隊大田原地域事務所（大田原市
富士見1-3921）	☎0287－22－2940

　普段は学生・社会人であっても、
東日本大震災等の災害時に自衛官と
して社会に貢献できる制度です。教
育訓練間、日額7900円及び食事等
を無料支給します。

区　分 一　般 技　能

受付
期間

1月 8日（水）　　　　
　　　～4月 2日（水）

　　
資格

18歳以上
34歳未満

18歳以上で国
家免許資格等を
有する者

試験
期日

4月 11日～ 4月 15日の間
の指定する1日

試験
会場

宇都宮市
宇都宮市
又は東京都

※年齢は平成26年7月1日現在。
申し込み・問い合わせ　
自衛隊大田原地域事務所（大田原市
富士見1-3921） ☎0287－22－2940

活動内容　温暖化防止、環境学習等
の推進や市町・県等と連携した普及
啓発活動の実施など
応募方法　所定の応募用紙に必要事
項を記入し郵送又はメールで応募
応募締切　2月28日（金）必着
選考方法　
応募書類により選考委員会が選考
応募・問い合わせ
県環境森林部地球温暖化対策課
〒320-8501　宇都宮市塙田1-1-20

☎028－623－3262

日時　3月16日（日）午前10時
（開場午前9時50分）

場所　「コンセーレ」大ホール
（宇都宮市駒生1－1－6）

内容　・式典
・標語・ポスター入賞者表彰式
・元島民の語る会
・派遣事業報告会
・北方領土ウルトラクイズ
同時開催　
北方領土パネル展・返還署名
問い合わせ　北方領土返還要求運動
栃木県民会議事務局

　　　☎028－624－1494

会場　
ザ・ビックエクストラさくら店
日程　2月14日（金）～19日（水）
開館時間　午前9時～午後9時

（最終日は午後3時まで）
開催内容　南那須特別支援学校の
　　　　　紹介と児童生徒の作品
問い合わせ　
県立南那須特別支援学校　

☎0287－88－7571

「地球温暖化防止活動推進員」
を募集します

自衛隊幹部候補生（一般・歯科
・薬剤科）募集案内

五士会による
合同無料説明会開催のお知らせ

とちぎ難病相談支援センター
医療相談のお知らせ

平成25年度北方領土の返還
を求める県民のつどい

予備自衛官補（一般・技能）
募集案内

第44回
「伸びゆく子どもたちの作品展」

開催のお知らせ

県立なす風土記の丘資料館
巡回展および関連イベント

のご案内

大田原市なす風土記の丘
湯津上資料館

冬季ミニ企画展のご案内

時　間 番　組　名
5:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
6:00

文字放送
6:30
7 :00 NewsなかがわＴＯＷＮ
7:30 文字放送
8:00

アグリネット
8:30
9 :00 NewsなかがわＴＯＷＮ
9:30 文字放送
10:00

栃木県提供番組
10:30
11:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
11:30

文字放送
12:00
12:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
13:00

企画番組・文字放送
13:30
14:00

文字放送
14:30
15:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
15:30

文字放送
16:00
16:30
17:00
17:30 怖いけど知りたい体の話
18:00 サイエンスフロンティア21
18:30

企画番組・文字放送
19:00
19:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
20:00

栃木県提供番組
20:30
21:00 極限のクルマ技術
21:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
22:00

企画番組・文字放送
22:30
23:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
23:30

文字放送0:00
0 :30
1 :00 NewsなかがわＴＯＷＮ
朝まで 文字放送

那珂川町ケーブルテレビ
番組タイムスケジュール

南那須地域医療を守る講演会

～イチロー選手の
原点を知る男、来町～
青少年健全育成町民大会

★ケーブルテレビ企画番組

【お知らせ】
都合により予告なく番組を変更すること
があります。電子番組表（リモコンの

「番組表」ボタン）での確認をお願いします。
問い合わせ：z0120-227-445

日　付 番　組　名

2/10～2/16 うた那珂カラオケのど自慢！

2/17～2/23 ハロー!!　元気っこ

2/24～3/2
馬頭中学校・小川中学校
立志式

3/3～3/9 議会中継の為　変更あり

3/10～3/16 企画番組

お知らせ お知らせ
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）

齋
藤　

椛か

月づ
き　

未
里　
　

馬　

頭

　
　
　
　
　
　

理
恵

湯
田
ユ
リ
ナ　

浩
二　
　

久
那
瀬

　
　
　
　
　
　

芳
美

菊
地　

琉る

愛な　

啓
太　
　

大　

内

　
　
　
　
　
　

玲
菜

佐
藤　

匠
し
ょ
う

真ま　

路
久　
　
大
山
田
下
郷

　
　
　
　
　
　

紀
子

太
田　
　

遼り
ょ
う　

勇　
　
　

恩　

田

　
　
　
　
　
　

君
枝

2月1日現在の人口
（住民基本台帳）

 　男　	 9,198 人（－16）
 　女　	 9,098 人（－28）
 　計　18,296 人（－44）
 世帯数  6,155     （＋33）
（　）内は前月との比較

お
く
や
み

  

（
氏　

名
）　
（
年
齢
）  （
住
所
）

大
金　

キ
ヌ　
（
95
）　

馬　

頭

木
村　

春
一　
（
81
）　

和　

見

小
幡　

恭
子　
（
63
）　

和　

見

影
澤　

ト
ミ　
（
73
）　

小　

口

佐
藤　

幸
一　
（
82
）　

久
那
瀬　

枝
野
ハ
ル
ノ　
（
91
）　

久
那
瀬

阿
久
津
德
重　
（
89
）　

久
那
瀬

小
口　

友
子　
（
68
）　

松　

野

横
山　

茂
子　
（
86
）　

松　

野

髙
野　

昭
壽　
（
80
）　

富　

山

三
宅　

秀
夫　
（
69
）　

盛　

泉

戸
部　

久
子　
（
81
）　

盛　

泉

松
浦
一
二
三　
（
69
）　

谷　

川

前
沢　

ソ
ノ　
（
90
）　
大
山
田
下
郷

谷
田
部
シ
ツ
ヱ　
（
81
）　
大
山
田
上
郷

佐
藤　

ヨ
シ　
（
87
）　

小　

川

⻆
田　
　

嵩　
（
95
）　

小　

川

岩
㟢　

光
男　
（
79
）　

小　

川

髙
野　

敏
夫　
（
88
）　

谷　

田

杉
本　

敦
彦　
（
61
）　

三　

輪

小
林
三
代
次　
（
90
）　

浄
法
寺

　

掲
載
は
希
望
者
の
み
で
す
。

　

12
月
21
日
～
1
月
20
日

　

受
付
分　
　
　

敬
称
略

☆コンポスト肥料・大特価販売中☆

有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114） 

☆野菜 ☆花 ☆果樹
☆植木 ☆芝 ☆稲作

 
FM栃木・レディオベリー

『那珂良しラジオ』絶賛

～『有機性堆肥』を作っています～

株式会社ピラミッド
那珂川町芳井4-35

☎0287－96－4550

　大切な方をなくされたとき、その
悲しみははかり知れません。ご家族
やご友人そして地域の中で、悲しみ
にある人にどのように接する、どの
ようにそばに寄り添うかを中心にお
話しいただきます。
日時　2月19日（水）
　　　　　午後2時～4時
場所　小川総合福祉センター
　　　あじさいホール
　　　（「まほろばの湯」 となり）
内容　「大切な人を喪って」
　　　～悲しみと向き合う～
講師　東京女子医科大学　小山達也氏
参加費　無料
締め切り　2月14日（金）まで
申し込み・問い合わせ
　烏山健康福祉センター

☎0287－82－2231

　町では、統計法に基づく統計調査（国勢調査、経済センサス調査な
ど）に従事していただける調査員の登録者を募集しています。
■統計調査員とは？
　統計法に基づく統計調査において、調査票の配布・回収・検査・整
理などを行う人を「統計調査員」といいます。統計調査員は、世帯や
事業所といった調査対象と直接やりとりし、統計調査の仕事の中でも
最も重要な部分を受け持っています。
■平成26年度に実施する主な統計調査
　経済センサス基礎調査及び商業統計調査（7月1日）
　工業統計調査（12月31日）、農林業センサス調査（平成27年2月1日）
■登録方法
　登録票を直接又は郵送、Ｅメールで下記までお送りください。
詳しくは、町ホームページの「町からの募集案内」をご覧ください。

http://www.town.tochigi-nakagawa.lg.jp/07bosyu/boshuu/　
【申し込み・問い合わせ】
　〒324－0692　那須郡那珂川町馬頭409番地
　企画財政課広報広聴係　☎0287－92－1114　Fax0287－92－1316

E-mail:koho@town.tochigi-nakagawa.lg.jp　

（平成25年度第３回　　　　　
　　　　　　年間変動調査分）

　小口字北沢地区不法投棄現場周辺
の水質分析結果をお知らせします。
調査項目　健康項目、生活環境項　
　　　　　目、その他
　　　　　ダイオキシン類（採取場
　　　　　所１⑴、⑵及び２⑶）
採水日　　平成25年11月12日
採水場所　１、周辺環境水
　　　　　　⑴投棄地直下河川
　　　　　　⑵小口川上流
　　　　　２、廃棄現場浸出水
　　　　　　⑶投棄地下流側観測井
　　　　　　⑷投棄地内観測井
調査結果　健康項目、生活環境項
目、その他の項目はすべての地点で
環境基準以下であった。
　ダイオキシン類調査では２⑶地点
で環境基準を越えて観測されたが、こ
れまでの調査結果の範囲内であった。
→周辺への汚染拡大への兆候は認め
られない。
問い合わせ　
馬頭処分場整備室那珂川分室

☎0287－92－1411
環境総合推進室

 ☎0287－92－1110

　北沢地区不法投棄現場の投棄地内
では、鉛やダイオキシン類が検出さ
れていますが、大麦、水稲、トウモ
ロコシでは鉛を土壌に添加すると根
の含有量は増加しますが、可食部の
含有量はほとんど増加しないとされ
ております。
　また、ダイオキシン類の水稲への
影響については、ほとんど根から吸
収されることはないとされておりま
す。

場所 　那珂川町小川（舟戸） 
 　　　まほろばの湯湯親館西側
区画 　30区画（１区画30㎡） 
入園料 　１区画　年5,000円
入園期間 　4月1日から1年間
 　　　　 （更新可） 
無料で利用できる施設等
堆肥、管理機、農具、灌水用水道
入園資格
・農業への理解を深めたい方
・区画の管理ができる方
申し込み・問い合わせ
農林振興課　☎0287－92－1113

手作り野菜でリフレッシュ！
「まほろば農園」入居者募集

こころのセーフティネットワーク
講演会のお知らせ

不法投棄現場周辺にかかる
水質分析結果について

北沢地区不法投棄現場で検
出されている鉛及びダイオ
キシン類の影響について

統計調査員の登録者を募集しています

「統計の日」標語を募集します
　総務省では、「統計の日（10月18日）」の周知を図るため、毎年「統計の
日」のポスターなどに活用する標語（スローガン）を募集しています。
　応募期間　2月3日（月）～3月31日（月）
※応募方法など、詳しくは「統計の日」標語の募集のページをご覧ください。
　■総務省 統計局　http://www.stat.go.jp/info/guide/bosyu.htm

お知らせ

　

同
じ
く
長
距
離
走
で
人
気
の
あ

る
競
技
に
マ
ラ
ソ
ン
が
あ
り
ま

す
。
紀
元
前
４
９
０
年
、
ペ
ル
シ

ア
大
軍
を
マ
ラ
ト
ン
の
丘
で
見
事

撃
破
し
た
ギ
リ
シ
ャ
軍
。
傷
つ
い

た
勇
士
が
ア
テ
ナ
イ
ま
で
の
40
数

㎞
を
ひ
た
走
り
、
戦
勝
を
報
じ
て

死
ん
だ
故
事
に
由
来
す
る
も
の
で

す
。
歴
史
的
背
景
を
も
つ
両
競
技

は
、
先
祖
か
ら
受
継
い
だ
記
憶
が

呼
び
起
こ
し
、
よ
り
深
い
感
動
を

与
え
て
く
れ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　
「
駅
伝
」
観
戦
後
、走
者
や
勇
者

に
あ
や
か
っ
て
颯
爽
と
那
珂
川
沿

い
を
走
る
自
分
の
姿
。
見
た
夢
は
、

正
夢
と
は
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で

す
。　

生
涯
学
習
課
・
課
長
補
佐

　

眞
保　

昌
弘

正
月
「
駅
伝
」
に
、
物
思
う
。

　

今
年
も
箱
根
駅
伝
が
正
月
２
、

３
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
関
東

23
大
学
が
東
京
大
手
町
か
ら
箱
根

芦
ノ
湖
間
往
復
２
１
７
・
９
㎞
、10

人
の
継
走
に
挑
み
ま
し
た
。
無
念

の
「
繰
上
げ
ス
タ
ー
ト
」
な
ど
、こ

れ
ほ
ど
感
動
的
な
ス
ポ
ー
ツ
は
他

に
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
駅
伝
」
と
は
、そ
も
そ
も
中
国

に
な
ら
っ
た
奈
良
時
代
の
交
通
制

度
の
こ
と
で
す
。
中
央
と
地
方
を

結
ぶ
「
駅
馬
・
は
ゆ
ま
」
と
各
国

内
の
「
伝
馬
・
て
ん
ま
」
に
よ
り
、

交
通
や
情
報
伝
達
を
行
な
い
ま
し

た
。
馬
を
交
通
手
段
と
す
る
た
め

東
山
道
な
ど
に
は
30
里（
約
16
㎞
）

ご
と
に
馬
10
頭
を
置
く
「
駅
家
・

う
ま
や
」
を
設
け
、
乗
継
ぎ
を
行

な
い
ま
し
た
。
緊
急
時
に
は
「
飛

駅
使
・
ひ
え
き
し
」
が
派
遣
さ
れ
、

天
平
12
（
７
４
０
）
年
に
は
大
宰

府
と
平
城
京
間
６
５
０
㎞
を
４
日

で
つ
な
い
だ
例
も
あ
り
ま
す
。
東

山
道
が
通
る
県
内
に
は
、
新
田
駅

家
が
那
須
烏
山
市
、
磐
上
駅
家
が

大
田
原
市
、
黒
川
駅
家
が
那
須
町

付
近
に
置
か
れ
ま
し
た
。
那
須
郡

役
所
で
あ
る
那
珂
川
町
小
川
の
那

須
官
衙
遺
跡
に
は
地
域
間
連
絡
の

た
め
伝
馬
５
頭
が
置
か
れ
て
い
ま

す
。

　

や
が
て
「
駅
伝
」
は
律
令
国
家

の
衰
退
に
伴
っ
て
崩
壊
し
て
し
ま

い
ま
す
。
か
わ
っ
て
鎌
倉
時
代
に

は
街
道
筋
に
旅
客
を
宿
泊
さ
せ
、

荷
物
運
搬
の
人
馬
を
継
ぎ
立
て

る
「
宿
駅
・
し
ゅ
く
え
き
」
が
発

達
し
ま
す
。
江
戸
時
代
に
は
「
宿

場
・
し
ゅ
く
ば
」
と
さ
れ
、
東
海

道
五
十
三
次
の
「
次
」
が
こ
れ
に

あ
た
り
ま
す
。
様
々
な
通
信
、

輸
送
を
人
馬
が
行
な
い
ま
し

た
が
、
安
定
的
な
伝
達
に
は

人
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
各
種
の
「
飛

脚
・
ひ
き
ゃ
く
」
が
発
達
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今

日
の
「
駅
伝
」
は
、「
飛
脚
」

の
イ
メ
ー
ジ
と
結
び
つ
き
、

「
襷
・
た
す
き
」
は
「
荷
・

に
」
の
代
わ
り
に
繋
が
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

森後遺跡出土　墨書土器「驛」（奈良時代）
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青木コレクション展 ―最後の浮世絵師 小林 清親―

　武士から浮世絵師とし
て成功を収めた小林清親
ですが、その生涯は波瀾
万丈ともいえるものでし
た。幼い頃から絵が好き

で写生帖に絵を描き溜めていましたが、父の死により
それらを焼き捨てて武術の修練に励みます。将軍の上
洛にも同行しますが、待っていたのは明治維新による
戦乱でした。維新戦争終結後は生活のために６尺２
寸（約186cm）の体格を生かして剣術興業団に入り、
各地を渡り歩いたこともありました。
　さまざまな経験ののち浮世絵師の道に入り、「光線
画」と称した風景版画が人気を博してからも火事現場
の写生に夢中になって自宅を焼失したり、それがきっ
かけとなったのか当時の妻と離縁するなど私生活は起
伏の激しいものでした。ただ絵師としては多忙を極め、
弟子達にも恵まれました。
　「日本名勝図会」シリーズは清親の風景版画として
は晩年の作品です。日本各地の風景を描いたものが
28点確認されており、その中でも日光を題材とした
作品が多いことが特徴です。清親は明治 13 年（1880）
に日光を訪れ、その時のスケッチが作品に生かされて
います。本図「中禅寺湖」は中禅寺湖畔の茶屋から湖
面を望んだものと思われます。右前方には釣り糸を垂
らす客の姿も見えます。
　今回の展覧会では「日本名勝図会」シリーズも多く
出品いたします。清親が愛した日本の美しい風景を是
非、ご覧下さい。

　　馬頭広重美術館　学芸員　塩野目育枝

【会　　期】　　～３月２日（日）
【休 館 日】　　月曜日、祝日の翌日

【次回展覧会】　
企画展　「歌川国芳
　　　　　―みかけハこハゐがとんだい 人ゝだ―」

【会　　期】　３月７日（金）～４月１３日（日）
【ミュージアムトーク】
３月８日（土）午後１時３０分～　※要観覧料
【関連講演会】　
３月２２日（土）午後１時３０分～　※無料
【入館料】　　大　　　人　　５００円（４５０円）
　　　　　　高・大学生　　３００円（２７０円）
      　※（ ）は２０名以上の団体料金。
　　　※７０歳以上の高齢者、中学生以下は無料。
　　　※障がい者手帳等をお持ちの方・付き添い１名は半額 

第 回101

エリア集中パトロール出発式
　交通事故を防ぐ
ためのエリア集中
パトロール出発式
が1月29日、広重美
術館前で行われま
した。馬頭小学校
約300名の児童に見
送られ、パトカー
や白バイが那珂川
町 の 全 域 を パ ト
ロールしました。

小林清親「日本名勝図会　中禅寺湖」

パトカーや白バイ28台がパトロールへ出発 式典前に行われた試乗体験


